
 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ブラッシュアップ講座」 

福島県教育庁相双教育事務所学校教育課

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

ＴＥＬ:(0244)26-1314 

ＦＡＸ:(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和８年９月２日（水）１３：２０～１６：００ 

○会  場：南相馬合同庁舎４０１会議室（福島県南相馬市原町区錦町１丁目３０） 

○参加者：小学校教諭７名 中学校教諭３名 義務教育学校教諭２名  合計１２名 

○内  容：講 義「話すこと」指導のポイント 

○内  容：演 習「単元計画の作成」 

○日 時：令和８年６月１１日（木）９：５０～１６：１５ 

○会  場：浪江町防災交流センター（浪江町大字室原字八龍内２２-１） 

○参加者：小学校教諭９名、中学校教諭１７名、義務教育学校教諭２名  合計２8名 

○内 容：講義・演習   「道徳教育の要点と指導の実際」 

講     義   「『総合的な学習の時間』の要点」 

講義・演習   「特別活動の要点と指導の実際」 
 

 

○ 英語ではない言語で模擬授業を体験できたので、初めての英語表現に 

触れた時の生徒の気持ちがよく分かった。 

○ 具体的な例が多く、非常に分かりやすかった。自身のスキルアップも兼ね 

て、これから実践しながら学んでいきたい。 

○ 単元全体を見通した単元計画の作成や、単元のゴールの共有の意義 

について知ることができた。また、実際に単元計画を作る時間があり、活動 

を通して、具体的な児童の姿を想像することができた。 

○ 生徒が見通しを持つことで、主体的に学ぶ姿につながることを学んだ。 

作成した単元計画を実施する中で更に改善を加え、生徒の実態に合った 

ものとしていきたい。 
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【研修のまとめ】 

○ 「話すこと」を指導する際には、子どもたちが自分の力で表現を組み立てて、発話できるような手立てを講じ

ること。そのために、英語の音声に触れる豊富な機会をつくり、言語活動に繰り返し取り組むこと。 

○ 話すことの「知識・技能」を評価する際には、使用する言語材料の提示がない状況において評価すること。

（黒板の英文を読み上げていたり、原稿を音読していたりする中で評価しないこと） 

○ 主体的・対話的で深い学びを実現するには、子どもたちが見通しを持って学習に取り組むことができるように

すること。そのために、単元の目標や指導計画を明確にすること。 

○ 学習到達目標に対応した学習活動の特質等に応じて、言語活動を適切に設定し、筆記テスト、面接、 

エッセイ、スピーチ等のパフォーマンス評価、観察等、様々な評価方法で評価すること。 

 研修の感想
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